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サイエンスカフェ・観月会・新年の集い 講演会 地域貢献第 1位  さざん 

『 コラボラキャンパスネットワーク 』 とは？ 

2006 年 1 月から北九州市立大学で、「北九州市立大学」、「乳幼児子育てネットワーク・ひまわり」、「ＮＰＯ法人北九州子育ち・親育ちエン

パワメントセンターＢｅｅ」、「高齢社会をよくする北九州女性の会」、「ＮＰＯ法人ＧＧＰジェンダー・地球市民企画」の５団体が取り組む、多

世代交流・地域づくりに関する協働事業をコーディネートするネットワーク団体です。普段接することの少ない学生と地域の方々が北九

大キャンパスを拠点に交流できる活動やイベントを展開中です。 

 

 

 

コラボラキャンパスネットワーク講演会 
「根っこを育む～水と土と太陽と仲間と共に～」 

 
2011 年 12月 7日（水）北九州市立大学にて 

 

◆八幡西区上香月に根づいて 11年目。こだわりの保育をされている 

「ちいさいおうち共同保育園」の先生や保護者の皆さんにお話をう 

かがいました。「どの子も育つ」という視点で一人一人の発達を見逃 

さず大切に育てる…という方針をお持ちです。 

ぐいぐいと山の斜面を登っていく姿に、子どもの準備状態をしっかり観て、環境に配慮する保育士さん達 

の丁寧な関わりを感じました。朝一番にロールマットを使って、しっかりと体を目覚めさせ、一日の活動 

に備えたり、外遊びを大切にし、土、水、砂山など自然の材料で、自分で考えて遊ぶことを大切にしてい 

ます。子どもの「やりたい！」が表現できるように、全身を動かせるように考えられたリズム運動も実践。 

絵本の読み聞かせも「大好きな大人に読んでもらう幸せ」を体験してほしい、と、絵本と実体験とを組み 

合わせて、読み手自身が楽しそうに読むことを大事にしています。子どもが本来持つ、育っていこうとす 

る力を信じた言葉、そして、はじけるような子どもたちの表情に、とても心温まるひとときでした。 

                     （文責 コラボラキャンパスネットワークスタッフ）  

 

 

◆学生…まだ子育てしたことはないですが、将来役立つ

ことをたくさん聞くことができました。絵本のおはなし

の時に、自分が小さい時に読んだ本がたくさんあって、

お母さんがいろいろ考えてくれたんだなと、しあわせ

な気持ちになりました。 

 

◆学生…外遊びの大切さがすごくわかる内容でした。私

も小さい頃から外でたくさん遊ぶ機会があったのです

が、今でも忘れられない思い出となっています。今の

子どもたち、将来の子どもたちにも思い出や記憶に残

るような経験をしてほしいと心から思います。 

 

◆子どもの本来の遊びの姿に感動しました。もっと外遊

びができる環境になったらいいな、と思います。大人の

関わり方も大事だと思いました。 

 

◆質疑のお答えに深く考えさせられました…“字や数字

を覚えてくると想像力がとまる”。頭、心と体の柔軟性

が大事であることを改めて思いました。 

 

◆子どもたちののびのびと堂々と自由に遊ぶ姿がとて

も印象的でした。しなやかな体作りが事故・ケガを防ぐ

という考え方が素晴らしいと思いました。 

 

◆子どもたちは遊びをすることで心も体もしなやかに成

長していくんだなぁ～。ヒトの本来あるべき姿をみたきが

しました 

たくさんの感想が寄せられました 

◆日本経済新聞社が実施した「大学の地域貢献度ランキ

ング」調査において、北九州市立大学が総合ランキン

グで２度目の全国第１位となりました。この調査は、

2010 年度の地域貢献活動について全国の国公私立大

学７３１校を対象に行われたものです。 

本学は６年連続上位にランクインしています。 

今回はコラボラ活動等地域団体との連携した活動が

評価されたほか、国際環境工学部が中心となり企業と

の共同開発に力を注いでいることや、大学の研究や実

習で得た成果をもとに開発した商品・サービス数が多

いことなどが特に高く評価されたものです。 

 

大学の地域貢献度ランキング 

全国第 １ 位を獲得！ 

北九州市立大学 



編集後記    
★春ですね～！北九州市立大学のキャンパスに桜の花が咲きはじめる頃になりました。新たな出会いの季節に、 
ココロもスキップ気分♪コラボラキャンパスネットワークの活動をみんなで楽しみましょう！  編集人Ｍ 

 

 

 

 

◆１月 18 日（水）、2012 年初のハロハロカフェの日、

生後２ヶ月の赤ちゃんから70歳代の祖父母世代まで総勢

95 人が参加し、お餅つきや凧揚げ羽根つきなど日本のお

正月遊びを楽しみました。 

日頃接する事の少ない方たちが、出会い、ふれあい、た

くさんの喜びを味わったひとときでした。 

また、学生さん達のポスターセッションによる交流発表

も行われ、初めて来られた方にもコラボラ活動の様子をし

っかり知っていただく機会になりました。 

 

 

 

 

◆2月 23日（木）、小倉南区親子ふれあいルーム「さざん」の開所

2 周年企画「さざん 2 才の誕生日」が開催されました。私たちは、

参加している保護者を対象に、紙芝居にて「メディアとのつき合い

方」について発表させていただきました。テレビやゲームなどのメ

ディアがこどもに与える影響について説明するだけでなく、家族み

んなでメディアとどのように付き合っていくのか話し合うことの大

切さを伝えたいと考えていました。当日は、沢山の保護者の方々に

興味をもって聴いていただくことができ、本当に嬉しかったです。

私たちの思いを少しでも伝えられたのではないかと感じています。 

 

北九州市立大学 地域創生学群１年 南川桐子 

 

2011年 10 月７日（金）18 時～20 時 
 

◆北九大キャンパス芝生広場において、今年で６回目と

なる観月会が催されました。今年は、お月見団子や小倉の

「ぬか炊き」などが入ったグランマ手作りお弁当に、東北、

岩手県の「芋の子汁」を加えた、特製ミニ弁当セットが登

場しました。 

ふるさとの味覚を味わいながら、ギターやオカリナの生

演奏、居合道、能行口説き（小倉に伝わる盆踊り）、学生さ

ん達とプレイセンターの子どもたちがコラボしたパフォー

マンス、天体観測等を楽しみました。 

また、震災の被災地へ支援活動に赴いた学生さんから

の現地報告もありました。 

優しく輝くお月様の下、季節のうつろいや日本の温か

な文化を感じ、それぞれのふるさとに思いを馳せる... 

最後に参加者全員が手をつなぎ、「ふるさと」を合唱した

時、みんなの心にそんな思いの「灯」がともったのではな

いでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年のつどい 
 

参加者感想 

◆大根の収穫、お餅つき、お正月遊びと普段できな

い体験ができて本当に楽しかったです！料理の

お手伝いをしている時も、ためになるお話しが聞

けました。 

◆おもちやとん汁、ぜんざい、漬物とどれもすごく

美味しくてほおがゆるみっぱなしでした。 

◆今日はこんな楽しい新年会に参加できて本当に

よかったです。 

◆子ども達が元気に走り回る姿に、たくさんの笑顔

と元気をもらいました。 

◆学生さん達の優しさ＆やる気にも感謝です。 

 

観 月 会  

活活活動動動   FFFiiillleee   

北九州市立大学 地域創生学群 


